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課題の背景 社会課題・ニーズ 技術の体系化

遺伝子工学

の介入で、

作られたも

のと、自然

に生まれて

きたものと

いう生活世

界でははっ

きりと分か

れているカ

テゴリーが

非＝区分化

してくる

（独哲学者

ユルゲン・

ハーバマス

）

いつか自律

するAIが登

場して驚異

的な速さで

自己改造を

始めれば、

人間はこれ

に対抗でき

ず、いずれ

追い越され

てしまう

（英物理学

者スティー

ブン・ホー

キング）

現代のバイ

オテクノロ

ジーが重要

な脅威とな

るのは、そ

れが人間の

性質を変え

、私たちが

歴史上「ポ

ストヒューマ

ン」の段階

に入るかも

しれないか

らである

（米政治学

者フランシ

ス・フクヤマ

）

人
間
の
尊
厳
の
揺
る
ぎ

先行事例

［1］ 人間の尊厳の揺るぎ

出所：平成30年度成果報告書 重点技術領域の探索・分析手法の高度化に係る調査及び有識者ヒア結果等を基にNEDO技術戦略研究センター作成

尊厳を揺るがす
技術と共存する
（尊厳を守る）

オープンソースでのAI技術の共有（米）

「AI開発における23項目の原則」策定（米）

ヒト型ロボット「ソフィア」への市民権付与（サウジアラビア）

宗教団体「Way of the Future」設立（米）

トランスヒューマニスト党の設立（米）

3DCG女子高生「Saya」（日本）

ヒトに関するクローン技術等の規制に関する法律（日本）

「デザイナーベイビー」に繋がる遺伝子解析技術の特許認定（米）

生殖補助医療を目的とする研究を指針で規制するとした素案
の策定（内閣府）

妊娠に繋がらないことを条件にヒト遺伝子配列の編集を
認める声明（ヒト遺伝子編集国際サミット）

代理母のおなかで育つ子どもの心音や胎動を母親がソファで
感じられる技術（米）

同性カップルの遺伝子データを使った未来のデザイナー
ベビーをイメージした「家族アルバム」（米）

急性リンパ性白血病を患う幼児へのゲノム編集による治療（英）

ペットのような動きをする空間知覚ロボット「Mimus」（英）

AI女子高生「りんな」（日本）

完璧じゃないロボット「iBones」（日本）

AIを神とする思想の構築

市民権の付与

有益性の向上

抵抗感の排除

社会的地位の確立

存在の神格化
社会レベルでの受容

制御技術の開発

人間の脳とコンピュータの接続

人間とロボットのDNAを受け継ぐ子ども

個人レベルでの受容

抵抗感の排除

有益性の向上

利用の社会的容認

利用の政治的推進

クローン人間の研究開発に対する制限

デザイナーベビーの研究開発に対する制限

研究開発上の制約

技術により生き
甲斐を高める
（尊厳を高める）

AI・ロボットとの共存

バイオテクロノジーと
の共存

肉体面の生き甲斐の
向上

精神面の生き甲斐の
向上

社会レベルでの受容

個人レベルでの受容

利用上の制限

AI・ロボットの受容

AI・ロボットの制御

研究開発上の制限

人間とAIの融合

人間とロボットの融合

別の存在としての
共存

人間に対するバイオテクロノジーの制限

人間に対するバイオテクロノジーの容認

同じ存在への融合

他者との関係構築

達成感の醸成

健康寿命の延伸

身体的不自由さの
解消

人間的な外見の再現

皮膚細胞に遺伝コードを注入できるチップの開発（米）

人間の脳とコンピュータを接続できる“ブレインチップ”の開発
（米DARPA）

AI・ロボットに対する制御機構の構築

AI・ロボット開発における制約の設定

自己複製・自己増殖の制御

AI・ロボットの特性（不可逆性・分離容易性等）を踏まえた制御

AI・ロボットへの「電子人」としての法的地位付与（エストニア）

親しみやすい
挙動特性

人間の生活サポート

人間の仕事の代行

親しみやすい
インターフェース 人間的な対話の再現

愛着が湧く挙動

共感を呼ぶ挙動

ロボットの行動に対する責任所在の明確化

不安の解消
デザイナーベビーに
対する不安の解消

代理母出産に対する
不安の解消

受精卵への遺伝子操作に対する遺伝性疾患の遺伝防止（英、米等）

イヌ型ペットロボット「Aibo」（日本）

コミュニケーション
支援

個性を学習するコミュニケーションロボット「unibo」（日本）

人体のロボット化 ロボットへの人間の脳の移植（ロシア等）

必要性の明確化

遺伝性疾患・難病の
治療

四肢・臓器等の移植
クローン臓器

人工臓器

遺伝子治療

臓器移植用のクローン技術（英等）

人工心臓、人工骨、人工血液など（日本）

急性リンパ性白血病を患う幼児へのゲノム編集による治療（英）

受精卵への遺伝子操作に対する遺伝性疾患の遺伝防止（英、米等）

遺伝性疾患・難病の
治療

四肢・臓器等の移植
クローン臓器

人工臓器

遺伝子治療

臓器移植用のクローン技術（英等）

人工心臓、人工骨、人工血液など（日本）

老化の防止 人間の加齢に対する遺伝子治療（米）

ペットの代替 イヌ型ペットロボット「Aibo」（日本）

コミュニケーション支援 個性を学習するコミュニケーションロボット「unibo」（日本）

他者からの承認 承認欲求を満たす
AI・ロボット

自己実現

AI・ロボット
の制限

AI・ロボット
の受容

AI・ロボット
との融合

バイオ技術
の制限

バイオ技術
の受容

肉体面の
生き甲斐

精神面の
生き甲斐

関連の深いSDGs：

自立支援ロボット「HAL」（日本）
日常生活における

自己実現

業務自動化による従業員エンゲージメント向上の調査（英等）

介護における自立支援

職場における
自己実現

AI・ロボットによる人の能力の拡張

国連の世界幸福度報告書では、アンケート調査による主観幸福度をいくつかの項目（一人当た
りGDP、社会的支援、健康寿命、他者への寛容さ、社会の腐敗度）から評価。ランキングの上位
はフィンランド、ノルウェー、デンマークで、日本は54位。（国連SDSN, 2018）

掃除用ロボットなど、家庭で使用される「パーソナル
サービスロボット」の市場は、20年までに約110億米
ドル（1兆2,430億円）まで拡大すると予測
（国際ロボット連盟, 2017）

先行事例の凡例：

研究段階実証段階
社会実装
段階

技術以外の
アプローチ

参考情報（吹き出し）の凡例：
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